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1,500 人 会員増強運動

月刊

秋
を
代
表
す
る
コ
ス
モ
ス

ギ
リ
シ
ャ
語
で
宇
宙
や
世
界
を
意
味
し
そ
こ
か
ら

調
和　

平
和
と
云
う
花
言
葉
が
つ
い
た
ら
し
い

コ
ス
モ
ス
好
き
の
妻
が
こ
の
光
景
に
大
変
感
激

「
本
来
は
観
賞
用
で
す
が
少
し
な
ら
ど
う
ぞ
」

と
い
た
だ
い
た

何
も
言
わ
ず
と
も
心
が
通
じ
た
喜
び
が

今
も
忘
れ
ら
れ
な
い

　

最
近
の
社
会
は
何
事
に

も
ス
ピ
ー
ド
重
視
に
な
り
、

企
業
の
ト
ッ
プ
、
政
治
家

で
も
若
い
人
が
歓
迎
さ
れ

る
傾
向
が
あ
る
。
▼
特
に

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
10
代
、
20
代
の
若

人
の
活
躍
は
素
晴
ら
し
い
強
さ
と
、
ス

ピ
ー
ド
の
記
録
を
伸
ば
し
て
い
る
。
▼
で

は
、
老
人
世
代
で
は
ど
う
な
の
か
。
現
代

の
日
本
は
個
人
金
融
資
産
約
１
8
０
０
兆

円
の
６
割
以
上
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

所
有
し
て
い
る
。
▼
昔
は
人
生
わ
ず
か
50

年
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
１
０
０

歳
ま
で
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
。
▼
健
康

長
寿
１
０
０
歳
を
迎
え
る
に
は
、
い
か
に

老
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
て
、
健
康
長
寿

を
伸
ば
す
か
は
個
人
次
第
。
▼
高
齢
者
の

多
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
町
内
会
、

地
域
の
神
社
の
祭
り
な
ど
の
世
話
役
や
、

お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
、
社
会
の
屋
台
骨

を
支
え
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
い
る
。
▼
地
域
の
方
々
と
共
に
小
学

校
登
下
校
時
子
ど
も
見
守
り
隊
や
、
西
宮

い
き
い
き
体
操
に
進
ん
で
参
加
し
て
健
康

寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。（

春
風　

藤
川
）

京都府美山 かやぶきの里　　写真と文　田中　積氏（用海校区）



西宮いきいきクラブニュース 第 231 号（2） 令和元年（2019 年）10月号

※ 

西
宮
市
か
ら「
西
宮
い
き
い
き
体
操
」

普
及
状
況
の
説
明

【
議
案
事
項
】

⒈ 

老
人
友
愛
運
動
実
施
要
綱
の
一
部
改

正（
案
）に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

• 

月
刊
い
ぶ
き
第
2
3
2
号　

11
・
12

月
合
併
号　

原
稿
依
頼

　
（
原
稿
締
切
：
10
月
9
日
㈬
）

•
Ｌ
版
い
ぶ
き
1
月
号　

原
稿
依
頼

　
（
原
稿
締
切
：
10
月
9
日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

• 

高
齢
者
囲
碁
大
会
（
9
月
5
日
㈭
）

の
開
催
結
果

• 

カ
ラ
オ
ケ
教
室

　

 （
9
月
6
日
・
13
日
・
20
日
各
㈮
）

開
催
状
況
報
告

• 

第
52
回
高
齢
者
作
品
展
の
開
催
（
展

示
10
月
1
日
㈫
～
4
日
㈮
）（
再
掲
）

• 

第
52
回
高
齢
者
芸
能
大
会
の
開
催

（
本
選
10
月
23
日
㈬
）（
再
掲
）

• 

カ
ラ
オ
ケ
教
室

　
 （

11
月
1
日
・
8
日
・
15
日
各
㈮
）

の
開
催
案
内

〈
体
育
部
〉

• 

楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
集
い
（
9
月

4
日
㈬
・
5
日
㈭
）
の
開
催
結
果

• 

高
齢
者
の
た
の
し
い
体
力
測
定　

（
11
月
15
日
㈮
）
の
開
催
案
内

•
委
員
会
（
10
月
2
日
㈬
）
開
催
案
内

〈
女
性
部
〉

• 

委
員
会
、
感
謝
の
一
円
持
ち
寄
り
、

後
期
健
康
講
座
（
11
月
20
日
㈬
）
の

開
催
案
内

〈
事
務
局
〉

•  

こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
3
月
・
4
月
）

の
割
当

•
宍
粟
市
交
流
事
業
の
参
加
者
確
認

• 「
高
齢
者
芸
能
大
会
」入
場
整
理
券
の

配
布

• 

令
和
2
年
度
年
間
事
業
計
画
予
定
表

（
原
案
）

• 

令
和
2
年
度
こ
と
ぶ
き
バ
ス
月
別
配

車
計
画
（
案
）

• 「
お
い
ぼ
れ
バ
ン
ド
演
奏
会
」

　
（
12
月
15
日
㈰
）
の
ご
案
内

• 「
西
宮
市
民
健
康
フ
ェ
ア
」

　

10
月
20
日
㈰
の
ご
案
内

※
次
回
定
例
理
事
会　

10
月
9
日
㈬

　

 

宍
粟
市
と
の
交
流
会
は
午
前
9
時
出

発
（
理
事
会
は
車
中
に
て
）

市
老
連
理
事
会 

9
／
11

⇩

10 月・11月の行事予定

9 日㈬ 宍粟市交流事業 9：00
16 日㈬ 高齢者芸能大会（予選） 10：00

4 日㈮ 高齢者作品展（講評） 11：00
高齢者作品展（表彰） 13：00

23 日㈬ 高齢者芸能大会（本選）勤労ホール 13：00

11月1日、8 日、15 日（各金）
カラオケ教室 13：00

9：30、15 日㈮ 高齢者のたのしい体力測定 12：30

18 日㈮ 9：00グラウンド・ゴルフ大会

25 日㈮ グラウンド・ゴルフ大会（予備日）

13 日㈬ 三役会　 10：00
13：30理事会

西宮市との協議 15：00

20 日㈬ 女性部委員会 10：00
10：00感謝の一円持ち寄り

健康講座「ピンピンころり」 13：30

10 月
高齢者作品展（展示）10：00 〜 16：00

　1日㈫ 〜4日㈮

◇
俳
　
句

大
社
校
区　

白
寿
会

稲
田　
　

忠

飛
行
機
を
吐は

く
六
甲
の
雲
の
峰

炎
天
の
出で

あ逢
い
の
言こ
と
ば葉
短
め
に

南
甲
子
園
校
区　

竹
村　

香
織

水
底
の
落
葉
水
面
の
お
ち
ば
か
な

晩
秋
や
戾
れ
ぬ
彼
の
日
砂
時
計

◇
短
　
歌北

夙
川
校
区　

越
木
岩
北
楽
友
会

河
瀬
喜
和
子

盆
お
ど
り
令
和
元
年
ミ
ス
ト
浴
び

　

お
ど
る
楽
し
さ
老
い
も
若
き
も

秋
空
に
凛
と
し
て
咲
く
り
ん
ど
う
の

　

日
毎
濃
く
な
り
ふ
く
よ
か
な
顏

安
井
校
区　

平
松
み
ど
り
会

藤
田
耕
太
郎

背
筋
立
ち
ボ
ウ
ル
持
つ
手
の
逞
し
さ

　

構
え
の
フ
ォ
ー
ム
は
ス
ト
ラ
イ
ク

何
故
か
臭
覚
失
せ
て
幾
久
し

　

花
の
香
り
を
記
憶
に
た
ど
る

会
員
文
芸



令和元年（2019 年）10月号（3） 第 231 号 西宮いきいきクラブニュース

　

名
塩
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
25
単

老
・
全
会
員
数
１
３
４
９
名
・
世
帯
数

９
７
９
に
、
毎
月
発
行
す
る
会
報
紙
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
Ａ
４
サ
イ
ズ
８
ペ

ー
ジ
の
会
報
で
す
。

　

会
員
へ
の
情
報
発
信
を
目
的
と
し
、

会
の
行
事
予
定
や
各
単
老
の
活
動
計

画
・
実
施
報
告
が
主
な
記
事
で
す
。
ま

た
み
ん
な
の
広
場
と
し
て
、
会
員
か
ら

日
常
生
活
で
思
っ
た
こ
と
、
皆
さ
ん
に

伝
え
た
い
情
報
も
載
せ
て
い
ま
す
。

　

会
報
に
は
33
社
の
広
告
を
記
載
し
会

報
発
行
費
の
財
源
の
ほ
と
ん
ど
を
広
告

料
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
９
月
号
で
、
２
７
０
号
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
特
別
号
と
し

て
「
新
会
員
の
入
会
お
勧
め
」
記
事
を

載
せ
ま
し
た
。

　

今
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
増
強
運
動

を
し
て
い
ま
す
が
、
単
に
「
会
に
入
っ

て
く
れ
ま
す
か
」
と
い
っ
て
も
「
老
人
」

の
名
称
が
相
手
に
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
当
然
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

内
容
な
ど
の
情
報
は
、
日
頃
伝
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
号
の
広
報
紙
を
未
加
入
の

方
に
お
届
け
し
て
加
入
の
お
勧
め

を
計
画
、
後
日
そ
の
反
応
を
調
べ

る
予
定
で
す
。

　

現
会
員
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
へ

の
理
解
と
新
会
員
の
入
会
を
大
い

に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
足
掛
け
３
年
、「
火
垂
る
の
墓
」

記
念
碑
建
立
に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
ま

す
。「
火
垂
る
の
墓
」
は
作
家
野
坂
昭

如
が
少
年
時
代
に
神
戸
で
空
襲
に
遭

い
、
西
宮
市
満
池
谷
町
の
親
戚
宅
で
１

歳
２
カ
月
の
妹
と
過
ご
し
た
72
日
間
の

体
験
を
基
に
描
か
れ
た
小
説
で
す
。

　

野
坂
の
死
後
（
２
０
１
５
年
12
月
）

町
内
の
親
し
い
友
人
が
調
査
を
続
け
、

お
ば
さ
ん
の
家
お
よ
び
利
用
し
た
防
空

壕
の
跡
地
を
特
定
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
が
新
聞
の
全
国
版
に
報
道
さ
れ
地
域

の
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
火
垂
る
の
墓
」
記
念
碑
建

立
に
向
け
た
思
い
が
強
く
な
り
、
地
元

有
志
、
文
学
研
究
家
、
元
教
師
な
ど

に
よ
る
記
念
碑
建
碑
実
行
委
員
会
が

２
０
１
７
年
３
月
に
発
足
、
私
も
９
人

の
実
行
委
員
の
１
人
に
加
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
西
宮
市
か
ら

記
念
碑
設
置
場
所
と
し
て
震
災
記
念
碑

公
園
の
一
角
を
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
、
記
念
碑
設
置
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

戦
後
75
年
と
な
る
来
年
（
２
０
２
０

年
）
６
月
の
完
成
を
目
指
し
、
痛
ま
し

い
戦
争
か
ら
生
ま
れ
た
文
学
を
顕
彰

し
、
地
域
の
文
学
を
後
世
に
語
り
継
い

で
い
き
た
い
と
の
思
い
で
す
。

　

現
在
、
記
念
碑
建
碑
に
向
け
て
広
く

募
金
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

◆
お
問
合
せ
先　

佐
竹　

宗
治

☎
０
９
０
‐
１
２
２
３
‐
５
９
６
９

老
人
ク
ラ
ブ
の
“
源
”

会
報
紙
「
名
塩
老
連
」

毎
月
発
行

名
塩
校
区

　

会
報
紙
編
集
長　

北
野　
　

昭

「
火
垂
る
の
墓
」

　

記
念
碑
建
立
に
向
け
て

大
社
校
区

　
　

会
長　

佐
竹　

宗
治
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当
老
人
ク
ラ
ブ
は
現
在
21
単
老
、
会

員
数
９
３
０
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

組
織
率
は
約
20
％
で
何
と
か
会
員
数

１
０
０
０
名
超
え
を
目
指
し
て
、
各
単

老
の
役
員
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
鳴
尾

連
合
自
治
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
青

少
年
愛
護
協
議
会
な
ど
他
の
団
体
と
交

流
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
会
員
の
増
強
に
な
ん
と
か
結
び
付
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

は
、
施
設
へ
の
訪
問
・
保
育
所
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
で
児
童
と
の
交
流
を
年

数
回
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
登
下
校
時

の
学
童
の
見
守
り
、
町
内
の
清
掃
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鳴
尾
北
校
区
に
は
、
甲
子
園
３
番
町

の
北
郷
公
園
内
に
義
民
碑
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
天
正
19
年（
１
５
９
１
年
）

の
夏
に
鳴
尾
村
は
大
変
な
干
ば
つ
に
見

舞
わ
れ
、
農
民
は
雨
乞
い
を
し
ま
し
た

が
効
果
な
く
、
近
く
を
流
れ
る
新
川
か

ら
水
を
分
け
て
ほ
し
い
と
水
利
権
の
あ

る
瓦
林
村
に
頼
ん
だ
が
断
ら
れ
ま
し

た
。
や
む
な
く
闇
夜
に
紛
れ
て
川
底
を

掘
っ
て
四
斗
樽
を
つ
な
ぎ
、
水
路
を
作

り
新
川
か
ら
水
を
引
い
た
の
で
す
。
そ

れ
が
瓦
林
村
と
争
い
に
な
り
、
奉
行
所

の
調
べ
を
受
け
「
命
よ
り
水
」
を
訴
え

る
農
民
に
、
水
を
永
代
利
用
す
る
代
わ

り
に
使
用
し
た
樽
の
数
だ
け
打
ち
首
と

す
る
裁
定
を
受
け
ま
し
た
。
25
人
の
尊

い
命
と
引
き
換
え
に
水
を
手
に
し
た
と

い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。　

　

毎
年
５
月
に
、
こ
の
義
民
の
尊
い
命

を
弔
う
た
め
に
浄
願
寺
で
法
要
を
営
ん

で
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№
63

鳴
尾
北
校
区

　
　

会
長　

湯
川　

益
男

北
郷
公
園義

民
碑
の
歴
史

み
な
さ
ま
お
元
気
で
す
か
。

よ
う
や
く
秋
が
来
ま
し
た
。

暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い
る
内
に
、

あ
る
夜
突
然
虫
の
音
が
。

季
節
の
移
ろ
い
に
な
ぜ
か

寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

今
月
は
作
品
展
、
芸
能
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
行
事
が
た
く
さ
ん
。

爽
や
か
な
こ
の
季
節
、

体
調
を
万
全
に
し
て

大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ことぶき研修バスツアー行先のおすすめ
～こんなコースはいかが？～

現在は、この 2カ所が人気です！
ご検討の上、良い研修旅行を
実施してださい！

◎生野銀山 ◎舞鶴引揚記念館

事務局からのお知らせ

入 場 無 料 2019年12月15日㈰

■主催／西宮市吹奏楽会おいぼれバンド
　　　　西宮市吹奏楽会

※要整理券 お問合せは酒井顕二まで
　             ☎０９０-８５３７-２８２３

【指 揮】南　　廣高・津田　　優
【開催演目】 交響詩フィンランディア　　　　　

ムーンライトセレナーデ　　　　　
錨を上げて　川に流れのように 他

【開催場所】西宮市民会館アミティホール
【開演時間】14：00（13：30 開場）


